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博報堂ＤＹグループ、３次元インターネット仮想社会に関する専門チーム 

「３Ｄインターネットラボ」を本格稼動 
  
  
 
 

博報堂ＤＹグループ・ｉ－ビジネスセンター（※１）は、３次元（３Ｄ）インターネット領域で

のマーケティング・コミュニケーション手法の開発やビジネス開発を行なう専門チーム「３Ｄイン

ターネットラボ」（以下略称：３Ｄｉラボ）を新設し、企業のマーケティング支援ビジネスを本格

的に開始いたしましたのでお知らせします。 

 

すでに米国を拠点として展開されているセカンドライフを代表とする３Ｄインターネット仮想社

会は、これからの新しいコミュニケーションやビジネスの可能性を強く秘めているものです。 

すでに日本企業でも、セカンドライフを舞台としていろいろな取り組みにチャレンジされていま

すが、今後は、それ以外の３Ｄインターネットの可能性も含め、これを、マーケティングやブラン

ディング企画に取り入れていくことは、得意先のブランド支援を考えるにあたり不可欠となってい

ます。 

 

博報堂ＤＹグループ・ｉ－ビジネスセンターでは、すでにセカンドライフにおける企業のプロモ

ーション業務など３Ｄインターネットにかかわる業務を提供してまいりましたが、このたび新設し

た専門チーム「３Ｄｉラボ」では、３Ｄインターネット仮想社会（※２）を単に新しいメディアの

一つとして捉えるだけではなく、生活者との絆（エンゲージメント）を創る回路としてとらえ、マ

ーケティング支援ビジネスを本格的に提供するものです。 

 

すでにセカンドライフでのＳＩＭ（スペース）「ＷＩＴＨ」の構築が終了していますが、この「Ｗ

ＩＴＨ」は、企業側がメッセージを一方的に発信する“Ｔｏ Ｃ（コンシューマー）”型のコミュニ

ケーションではなく、生活者主導社会において生活者の期待を生活者と一緒に実現していく“ｗｉ

ｔｈ Ｃ”という博報堂ＤＹグループが提唱する「エンゲージメント・リングTM」（※３）発想をも

とに、マーケティング・コミュニケーションの体験装置の一つとして開発されました。３Ｄｉラボ

では、まずは、「ＷＩＴＨ」を活用しながら、企業向けマーケティングサービスの提供をしてまい

ります。 

 
具体的には、企業の依頼に対し、「ＷＩＴＨ」をコミュニケーションの新しいプラットフォーム

として、マーケティングやＰＲ、広告といった視点での有用な展開方法の提案から、セカンドライ

フ内の実際の店舗の設計、デザイン、設営、運営、その後の効果測定までを一括で請負います。 

また、既にセカンドライフへの参入を果たしている企業とのコンテンツコラボレーションを実施
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したり、「ＷＩＴＨ」の活動にご興味をお持ちの企業やコミュニティ等の一般ユーザーにも「ＷＩ

ＴＨ」の利用を開放する予定です。 

３Ｄｉラボでは、これまでユーザー参加型の“ｗｉｔｈ Ｃ”的なイベントを数回実施しており、

今後も新たなイベントやコンテンツの実施を予定しております。この“ｗｉｔｈ Ｃ”的な活動を

通して、ユーザーとの新たなるタッチポイントの発見、またはそのコミュニケーション手法のノウ

ハウを蓄積し、３Dｉラボのソリューションとして更なるサービス拡充も図ってまいります。 

 

博報堂ＤＹグループは、昨年より専門研究チームを設け、国内の有識者との共同研究や米国現地

との交流、米国での研究会への参加などにより、３次元インターネット仮想社会でのマーケティン

グのありようについて研究してまいりましたが、今回の本格的なビジネス展開により、日本におけ

る３次元仮想社会サービスおよびこれを使ったマーケティング手法の開発など、次世代のマーケテ

ィング・ブランディング施策を企業に提供してまいります。 
 
 
 
「博報堂ＤＹグループ・ｉ－ビジネスセンター ３Ｄインターネットラボ」機能の概要 
 

・リーダー  勝野正博 （博報堂ＤＹグループ ｉＢＣセンター長） 

・人員    約２０名 

・業務概要 

・３Ｄインターネットの技術的研究 

・３Ｄインターネットコミュニケーションの実験・研究 

・ツールや手法の開発 

・コンサルテーションおよびソリューションサービスの提供 

・セミナー、講演等の開催および発表 

・企業またはコミュニティからのコンテンツコラボレーションの企画検討と実施 

・ＷＩＴＨの一般開放に関する問合せ 

 

 

（※１）：「博報堂ＤＹグループ・ｉ－ビジネスセンター」とは、博報堂ＤＹグループの事業会社４社（博

報堂ＤＹメディアパートナーズ、博報堂、大広、読売広告社）が２００６年２月に共同で設置

した、デジタルメディア環境における次世代コミュニケーション開発をグループ横断で推進す

るための組織です。  

 

（※２）３次元（３Ｄ）インターネット仮想世界サービス： 

コンピュータ上で作られた、現実世界を模倣した3次元空間。あらかじめシナリオが決まってい

る多人数同時参加型のオンラインゲーム（ＭＭＯＲＰＧ）とは異なり、仮想世界自体を楽しん

だり、ユーザー同士でコミュニケーションをとるなど、ユーザーが自由に遊ぶことができる。

最近では米国Linden Lab社が提供するSecond Lifeが、ユーザー自身が建物や道具など様々な物

体（オブジェクト）を創造できるようなツールを提供したり、３次元空間上の土地やオブジェ

クトを売買できるような経済システムを提供しており、現実世界に近い空間を作り出している。 
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（※３）「エンゲージメント・リングTM」について  

 

 デジタル化の進展によるメディア環境の変化によって、生活者が主体的に情報を収集、選別、発信

し、自らの情報体験のイニシアティブを握っていく「生活者主導社会™ 」が到来しつつあります。 

 こうした環境の中、博報堂ＤＹグループは「生活者主導社会™ 」に対応すべく、「生活者発想」を

更に深化させ、新たなマーケティング・コミュニケーションモデル「エンゲージメント・リング™ 」

を開発いたしました。 

 このモデルでは、生活者の多様化した情報体験を「心が動く」「選択する」「共有する」「絆を感じ

る」という４つで捉えています。 

「エンゲージメント・リング™ 」をベースと

して、生活者の心を動かすための「テーマ」

開発と、情報体験の「全体設計図」作りをト

ータルに行なうことで、企業が生活者ととも

にブランドを作っていく、すなわちエンゲー

ジメントの実現（ブランドと生活者の絆を結

ぶこと）が可能となります。 
 

 
 
 
 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この件に関するお問い合わせ先 
 

株式会社博報堂ＤＹメディアパートナーズ 広報グループ 加藤、神子  ０３－６２１８－９１７５ 

株式会社博報堂 広報室 西尾・宮川  ０３－５４４６－６１６１ 

株式会社大広 総務人事局広報部 遠藤・長谷川 ０３－３４３７－８６０１ 

株式会社読売広告社 総務局コーポレート部 林  ０３－３５５６－６９６６ 
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